
「
サ
ッ
カ
ー
部
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
」 

に
際
し
て
の
お
礼
と
ご
報
告 

 
 
 
 
 
 
 
 

顧
問 

 

 

 

こ
の
度
の
サ
ッ
カ
ー
部
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
に
際
し
ご
支

援
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
保
護
者
・
生
徒

の
皆
様
に
は
募
金
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
・
タ
オ
ル
販
売
に
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
学
校
外
か
ら
の
募
金
も
合
わ
せ
て
３
，

３
５
５
，
１
３
６
円
の
寄
金
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
 

７
月
３０
日
か
ら
現
地(

千
葉
県
市
原
市)

に
入
り
練
習
を

重
ね
て
、
８
月
３
日
初
戦
の
千
葉
敬
愛
高
校
に
は
、
立
ち
上

が
り
こ
そ
苦
戦
し
ま
し
た
が
、
１
対
０
で
破
り
全
国
で
の
１

勝
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
翌
８
月
４
日
は
茨
城
県

代
表
の
鹿
島
高
校
に
前
半
０
対
０
で
折
り
返
す
も
後
半
２
失

点
し
、
０
対
２
で
敗
れ
ま
し
た
。
結
果
的
に
は
全
国
ベ
ス
ト

１６
を
勝
ち
取
り
、
大
き
な
収
穫
と
な
り
ま
し
た
。 

本
来
な
ら
ば
も
っ
と
早
く
ご
報
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
て
ご
報
告
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
決
算
に
関
し
ま
し
て
は
、
大
会
経
費

を
差
し
引
き
５
２
１
，
０
０
０
円
が
残
り
ま
し
た
が
、
サ
ッ

カ
ー
部
生
徒
の
冬
用
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
・
部
旗
等
の
作
成
に
当

て
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
支
援
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

本
校
生
徒
の
主
な
活
躍 

・
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部 

「
高
校
総
体
大
阪
府
予
選
」
ベ
ス
ト
１６ 

・
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部 

 
 

オ
ー
タ
ム
カ
ッ
プ(

近
府
県
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会)

第
３
位 

 
 

・
女
子
テ
ニ
ス
部 

「
大
阪
府
公
立
高
校
大
会
」
ベ
ス
ト
１６ 

・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部 

「
大
阪
府
第
１
・
２
学
区
公
立
高
校
大
会
」
ベ
ス
ト
３ 

・
男
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部 

大
阪
府
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
２
部
ベ
ス
ト
８ 

・
和
太
鼓
部 

 

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
優
秀
賞
・
国
立
劇
場
出
演 

・
イ
ラ
ス
ト
部 

 
 

ま
ん
が
甲
子
園
出
場(

大
阪
府
代
表) 

・
軽
音
・
ロ
ッ
ク
部 

「W
e a

re sn
ea

k
er a

g
es 2

0
0
5

」
に
本
校
と
し
て
初

出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。 

・
ダ
ン
ス
部 

 
 

清
水
地
区
の
祭
に
招
待
さ
れ
公
演(

８
月
２７
日) 

 
 

平
安
女
学
院
大
学
の
「
平
安
祭
」
に
招
待
さ
れ
公
演
予

定(

１１
月
１２
日) 

 
 

ダ
ン
ス
カ
ッ
プ(

高
校
生
ダ
ン
ス
サ
ミ
ッ
ト
主
催)

出
場

予
定(

１２
月
２７
日) 

・
大
阪
府
健
康
福
祉
部
主
催
「
長
寿
社
会
を
み
ん
な
で
考
え

る
作
品
」
標
語
の
部 

最
優
秀
賞
及
び
佳
作(

307
件
の
応
募
作
品
の
中
か
ら
唯

一
最
高
の
最
優
秀
賞
と
、
３
件
の
佳
作
の
一
つ
に
選
ば

れ
ま
し
た
。)  

最
優
秀
賞
受
賞
作
は
、
大
阪
府
の
役
所

等(

府
立
高
校
を
含
む)

に
色
刷
り
ポ
ス
タ
ー
と
し
て
掲
示

さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

・
大
阪
経
済
大
学
主
催
「
17
歳
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」 

銀
賞
受
賞 

 

応
募
作
品3

1
,3

5
2

点
の
中
か
ら
選
ば
れ

ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

・ 

全
日
本
ピ
ア
ノ
指
導
者
協
会
主
催 

「
第
29
回
ピ
テ
ィ
ナ
・
ピ
ア
ノ
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
」 

西
日
本
Ｅ
級
地
区
本
選
進
出 

・
絵
本
展 

    

団
体
賞
受
賞 

 
 

・
そ
の
他
、
本
年
度
全
国
体
育
大
会
（
国
体
）
サ
ッ
カ
ー
に

本
校
生
徒
２
名
が
大
阪
府
の
代
表
選
手
と
し
て
、
ま
た
、

顧
問
の
鈴
木
勝
己
教
諭
が
コ
ー
チ
と
し
て
選
ば
れ
ま
し
た
。 

進
路
指
導
速
報 

進
路
指
導
主
事 

 

３
年
生 

 

・
就
職
関
係 

 

９
月
１６
日
か
ら
就
職
試
験
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。
求
人
倍
率
は
、
大
阪
府
下
の
高
校
卒
業
予
定
者
の

2
.2

7

（
８
月
末
現
在
）
と
回
復
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
採
用

基
準
は
非
常
に
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
本
校
の
学
校
紹
介

に
よ
る
就
職
希
望
者
は
本
年
度
６
名
で
、
一
次
試
験
の
内
定

率
は
83
％
と
非
常
に
よ
い
結
果
で
し
た
。
今
週
ま
で
に
全
員

が
内
定
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

・
進
学
関
係 

 

今
年
度
の
指
定
校
推
薦
は
６２
大
学
、
５２
短

大
か
ら
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。
９
月
下
旬
ま
で
に
校
内
選

考
を
行
な
い
、
学
校
推
薦
を
受
け
る
人
が
決
定
し
ま
し
た
。

９
月
２６
日
か
ら
２８
日
ま
で
進
路
指
導
部
教
員
に
よ
る
模
擬

面
接
を
実
施
、推
薦
入
試
で
面
接
試
験
の
あ
る
約
８０
名
が
指

導
を
受
け
ま
し
た
。 

・
進
路
講
演
会 

 

９
月
２９
日
、
卒
業
後
を
見
越
し
て
「
高

校
生
法
律
講
座
」
を
実
施
し
ま
し
た
。「
悪
質
商
法
に
だ
ま
さ

れ
な
い
た
め
に
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
担
任
団
教
員
に
よ
る

寸
劇
の
後
、司
法
書
士
の
先
生
に
よ
る
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。  

 
 
 

      

   
 

 

２
年
生 

・
１０
月
６
日
、
分
野
別
進
路
説
明
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
大

学
・
短
大
・
専
門
学
校
か
ら
講
師
の
方
を
お
招
き
し
て
、
２６

分
野
に
分
か
れ
て
、
各
分
野
の
内
容
、
最
新
情
報
の
他
、
今

か
ら
準
備
し
て
お
く
べ
き
こ
と
な
ど
の
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど
の
分
野
で
も
参
加
者
は
み
な
熱

心
に
メ
モ
を
と
り
な
が
ら
聴
い
て
お
り
、
講
師
の
方
々
か
ら

お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

名
称
募
集 

こ
の
「
学
校
だ
よ
り(

芥
川
・
仮
称)

」
に
芥
川
高
校
に
ふ
さ

わ
し
い
名
前
を
付
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ご
応
募
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
電
話
、
あ
る
い
は
、
メ
ー
ル
な
ど
で
、

本
校
教
頭
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

 

ご
存
じ
で
し
た
か
？ 

本
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
お
り
ま
す
。
学
校
行

事
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
情
報
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
な
内
容
で

す
。
是
非
、
一
度
ご
覧
下
さ
い
。 
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生
徒
の
皆
さ
ん
、
保
護
者
の
皆
様
へ 

＊
新
た
な
ニ
ュ
ー
ス
発
行
に 

あ
た
っ
て 

 
 
 
 

校
長 

岩
間
邦
男 

 
 

今
年
度
も
早
や
半
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
こ
の

間
、
サ
ッ
カ
ー
部
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
ベ
ス
ト
１６
、

和
太
鼓
部
の
全
国
大
会
優
秀
賞
受
賞
・
国
立
劇
場
出

演
、
イ
ラ
ス
ト
部
の
ま
ん
が
甲
子
園
出
場
、
大
阪
府

健
康
福
祉
部
主
催
「
長
寿
社
会
を
生
き
る
」
最
優
秀

賞
受
賞
等
、本
校
生
徒
の
活
躍
は
目
覚
ま
し
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。 

本
校
の
教
育
活
動
に
つ
い
て
は
、従
来
か
ら
学
年
通

信
、進
路
だ
よ
り
等
各
方
面
か
ら
の
配
布
物
を
お
届

け
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
般
、
学
期
に
幾
度
か
は
学

校
全
体
の
活
動
の
様
子
を
報
告
す
る
よ
う
保
護
者

の
方
々
か
ら
強
い
ご
要
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。こ
の

た
よ
り
を
創
刊
号
と
し
て
発
行
す
る
こ
と
に
よ
り

ご
要
望
に
お
応
え
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

現
行
の

数
種
の
配
布
物
を
い
ず
れ
は
整
理
し
て
い
く
所
存

で
す
が
、
さ
し
あ
た
り
、
本
号
を
発
行
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、本
校
教
育
の
現
状
を
了
知
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。 

最優秀賞受賞作として掲示されたポスター 


